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第Ⅱ章　環　　　境
1 地理的環境
A 概　　　要
佐渡国分寺跡の所在する佐渡島は、新潟県沖約40kmの日本海上に位置する島である。面積約
855km2、海岸線長約260kmを測り、本州4島と沖縄本島に次ぐ面積を持つ。土地利用のあり方は、水
田103km2、畑28km2、宅地18km2、山林371km2、その他335km2である。水田が約12％と高い比
率を占めるが、これは近世に鉱山技術を利用して農業生産力を極限まで高めた結果で、古代においては割
り引いて考える必要があろう［宇野ほか1989］。人口は、昭和25年の125,000人余をピークとして、平
成17年には67,000人余へ減少している。
地形はエの字に似た特徴的な形をしており、北西の大佐渡山地、南東の小佐渡丘陵、その間に位置する
国仲平野に大別される。東側の湾入部を両津湾、西側を真野湾と呼称する。国仲平野のほぼ中央を、小佐
渡丘陵東部に源を発する国府川が西流し真野湾へ注ぐ。
B 遺跡の位置
遺跡は国仲平野南西に位置し、国府川の支流である竹田川によって北東部を、竹田川の支流である大道
川によって南西部を区画された小佐渡丘陵北西端部の海岸段丘上に立地する。標高は約52m前後を測る。
発見当初は山林であったが、昭和46～48年に行われた史跡整備事業により公園化されている。
C 気　　　候
北陸は積雪量の多い地域であり、中でも新潟は豪雪地帯として知られるが、佐渡は沖合いを流れる対馬
海流の影響により比較的温暖で降雪量も少ない。1971～2000年にかけて日最深積雪が10cm以上の日
は年9日、20cm以上の日は3日に過ぎない［国立天文台2002］。北陸では異例ともいえる瓦葺寺院の造
営は、この積雪量の少なさに一因があるとも考えられる［坂井2006］。
2 歴史的環境
A 古代の佐渡
1）変　　　遷
佐渡国の分立を直接示す記録は無いが、続日本紀文武4（700）年に「佐渡国…」の記述があるため、
それ以前に成立したものと考えられる1）［山田1986・相沢2005］。養老5（721）年、雑太郡を分割して
賀母、羽茂の2郡を新たに設置し3郡となる。天平15（743）年に越後国へ併合されるが、9年後の天平
4
1） 天武期の国境画定に伴い越国から分割された可能性が指摘されている［山田1986・相沢2005］。
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第1表　古代佐渡国及び国分寺関連年表
西暦 和暦 記　　事
544 欽明5 12月、粛慎人が佐渡嶋へ来たことを越国より都へ報告する。［日本書紀］
700 文武4 2.19 越後、佐渡二国に磐舟柵を修理させる（佐渡国の初見）。［続日本紀］
701 大宝元 8.21 佐渡に蝗害、風害があり、秋の収穫が出来なかったと申し出る。［続日本紀］
709 和銅2 7.13 越前、越中、越後、佐渡より舟百艘を征狄所（出羽柵）へ送る。［続日本紀］
711 和銅4 4.5 佐渡が飢饉のため、金品が施される。［続日本紀］
721 養老5 4.20 雑太郡を分けて、賀母、羽茂、雑太三郡とする。［続日本紀］
8.19 佐渡が越前の按察使の管轄下に入る。［続日本紀］
722 養老6 1.20正五位上穂積朝臣老、乗輿指斥の罪で死一等を減じられ、佐渡へ流される（佐渡への流
人の初見）。［続日本紀］
724 神亀元 3月、配流の程を定め、佐渡は遠流の地とする。［続日本紀］
737 天平9 3.3 疫病終息祈念のため、国ごとに釈迦仏像・挾侍菩薩を造らせ、大般若経を写させる。
［続日本紀］
740 天平12 6.19 国ごとに法華経を写させ、七重塔を建てさせる。［続日本紀］
741 天平13 2.14 勅願により、諸国に国分寺、国分尼寺を建てさせる。［続日本紀］
8.15 6月から8月にかけて霖雨のため、佐渡の租調庸が免除される［続日本紀］
743 天平15 2.2 佐渡国を越後の国へ合併する。［続日本紀］
752 天平勝宝4 9.24 渤海使、佐渡へ来着する。［続日本紀］
11.3 佐渡国に守一人、目一人を再び置く。［続日本紀］
756 天平勝宝8 越後等26国に下灌頂幡などを領布する。［続日本紀］←この中に佐渡は含まれない。
758 天平宝字2 9.28佐渡など6カ国に飛駅鈴が頒布される。［続日本紀］
759 天平宝字3 1.2 外従五位下生江臣智麻呂、佐渡守となる（佐渡国司の初見）。［続日本紀　二十二］
764 天平宝字8 8.22 佐土国々分寺に金光明最勝王経、法華経を施納する。（佐渡国分寺の初見）［正倉院文
書］
768 神護景雲2 3.1 越後の国が支弁する佐渡国造国分寺料を中止し、佐渡の田祖をさいてその用度に充てる
ことを請願する。［続日本紀］
770 宝亀元 以後、造寺奨励の記事がみえなくなる。
785 延暦4 11.8 能登守従五位下三国真人広見、誣告に座して佐渡へ流される。［続日本紀］
792 延暦11 6.7 辺要である陸奥・出羽・佐渡と大宰府以外の軍団が廃止される。［類聚三代格］
802 延暦21 1.13 越後国から米10,600石、佐渡国から塩120石を出羽国雄勝城へ送り鎮兵の糧とする。
［日本紀略］
809 大同4 2.24 佐渡、隠岐両国に掾一人を置く。［日本後紀］
820 弘仁11 4 佐渡国、正税四万束、公廨八万束、国分寺料一万束。［弘仁式　主悦］
830 天長7 11.15 佐渡、志摩など11国に国博士及び医師を置く。［類聚三代格　］
834 承和元 11.5 佐渡国3郡の人々が、国守嗣根の非法を太政官に訴える。［政事要略］
11.23 佐渡国に郡司の他に正員外の権員を置くことが許可される。［続日本後紀］
835 承和2 8.1 前年の風雨の害による飢饉と伝染病の良好のため佐渡国に多数の死者が発生し、賑給を
行う。［続日本後紀］
844 承和11 11.15 佐渡国解により国分二寺僧尼の度縁戒牒を国庫に納めさせる。（佐渡国分尼寺の初見）
［類聚三代格三　国分寺事］
865 貞観5 6.17 越中、越後等で大地震が起きる。
869 貞観11 陸奥国地大震動。…城倉庫。門櫓墻壁。落顛覆。［日本三代実録］
870 貞観12 潤清。長焉。眞平等。才長於造。預陸奥国修理府造事。［日本三代実録］
871 貞観13 5.10 「佐渡国の兵庫震動す」との報告が出される。［日本三代実録］
877 元慶元 12.21 佐渡国と能登国に始めて検非違使を置く。［日本三代実録］
878 元慶2 9.2 佐渡国に国掌2人を置く。［日本三代実録］
879 元慶3 12.15 佐渡国雑太団の権校尉を殺害した浪人高階真人利風を遠流とする。［日本三大実録］
880 元慶4 8.7 佐渡国に弩師一人を置く。［日本三代実録］
927 延長5 佐渡国正税三万八千束、公廨八万束、国分寺料一万束、同時新造薬師仏燈分料五百束、文殊
会料一千束、修理池溝料一万束、救急料三万束、俘因料二千束。陸奥・出羽・佐渡・隠岐・
壱岐・対馬を辺要と規定。［延喜式］
勝宝4（752）年11月、再び佐渡国守1人、目1人が置かれる1）。国司の初見は、天平宝字3（759）年の
生江臣智麻呂である。生江氏は越前の豪族で東大寺領の開発を行っていることから、これ以降、国仲平野
の条里整備や国府の移転が行われたとする指摘もある［今井・田中1968］。
2）駅
延喜式によれば、佐渡国には松崎、三川、雑太の3駅が記されている。越後との接点となる松ヶ崎駅は、
現在の松ヶ崎神社付近に比定されている。雑太駅は高野遺跡、あるいは仲畑遺跡が推定されている。中間
の三川駅推定地には、旧赤泊村腰細、川茂、三川等があるものの、いずれとも決めがたい。
3）式　内　社
延喜式によれば、佐渡国9座が記されている。内訳は雑太郡5座（引田部神社、物部神社、御食神社、飯持
神社、越敷神社）、羽茂郡2座（渡津神社、大目神社）、加茂郡2座（大幡神社、阿津久志比古神社）で、いずれ
も小社である。
B 周辺の遺跡
古墳及び古代の主要な遺跡分布を第1図・第2図・第2表に示した。以下、古墳、生産遺跡、官衙関連
遺跡、寺院等について述べる。
1）古　　　墳
30地点余で確認され、主に真野湾沿岸と両津湾沿岸に分布する。いずれも横穴式の石室を有する10m
前後の小型の円墳である。真野湾北岸の二見半島にある台ヶ鼻古墳（42）は6世紀前半の築造と考えられ、
天井部持ち送り構造となる両袖式の石室を持つことから北部九州や若狭、能登との関連が指摘されている
［小黒1997］。一方、6世紀後半の築造と考えられる両津湾沿岸の住吉1（43）・2号墳（44）は、砂丘上
に立地し箱形石棺状の石室を持つなど真野湾側の古墳とは様相が異なるため、両者は技術的系譜を異にし
ていたと考えられている［甘粕1986］。また、宮内庁書陵部所蔵品の中に相川鹿伏山出土と伝えられる
車輪石、石製剣、銅鏃があり［小黒2000］、二見半島大浦ではTK10型式の杯蓋が採集されている［佐
藤1990］。そのため、二見半島に前期古墳が存在した可能性も指摘される。［甘粕1986］。他に国仲平野
中央で数基確認されているが、詳細は不明である。
2）製 塩 遺 跡
調査例が少なく実態を明らかにし得ないが、製塩土器の分布から海岸沿いに約80箇所余が確認されて
いる。分布は西海岸に集中し、中でも二見半島周辺に多い。採集された土器は細片が多く、器形全体を知
り得るものは無いが、四日町高野遺跡（10）では小嶋芳孝の分類［小嶋ほか1989］でⅡ式2類に比定され
るものが出土し、背の沢古墳（45）では底径14～15cm程と想定される平底土器が出土［本間1966］
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1） このことは、同年9月に渤海使が佐渡嶋へ来着したことが原因と考えられる［田中ほか1964］。
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第1図　周辺の遺跡1
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第2表　周辺の遺跡一覧表
第2図　周辺の遺跡2
No 遺跡名 時代
1 佐渡国分寺跡 奈良
2 国分寺北 奈良
3 薬師堂 平安
4 経ヶ峯窯跡 奈良
5 大木戸窯跡 奈良
6 佐渡国衙跡 奈良
7 若宮 弥生・古墳・奈良・平安
8 大願寺 奈良・平安
9 四日町上 平安・鎌倉
10 四日町　野 平安
11 四日町 平安
12 吉岡遺跡群 縄文・平安・中世
13 吉岡 奈良・平安
14 惣社裏 縄文・平安
15 仲畑 奈良・平安
16 吉岡馬場 奈良・平安
17 国分寺遺跡群 古代・中世
18 竹田野田 平安
19 やせが平 平安
20 町 平安
21 下国府 奈良・平安
22 中沢田 平安
23 四日町新田 奈良
24 川端 平安
25 長石浜 平安
26 高立 平安
27 庚門塚 平安
28 新町 平安
No 遺跡名 時代
29 阿入道 平安
30 浜中③ 平安
31 中屋敷 平安
32 浜中① 平安
33 浜中② 平安
34 真野林 平安
35 豊田浜田 縄文・古墳・奈良・平安
36 石仏 奈良・平安
37 諏訪平 平安
38 大井戸 奈良・平安
39 豊田岩野 平安
40 竹田沖条里 奈良
41 檀風城 室町
42 台ヶ鼻古墳 古墳
43 住吉古墳（1号） 古墳
44 住吉古墳（2号） 古墳
45 背の沢古墳 古墳
46 送り崎 奈良・平安
47 安養寺穴釜 中世？
48 鍛冶沢穴釜 中世？
49 野坂穴釜 中世？
50 かなくそ 平安
51 苗代の腰窯跡 平安
52 石地河内窯跡 平安
53 北松ヶ崎蟹穴窯跡 平安
54 馬場 古墳・奈良・平安
55 小泊窯跡群 平安
している。送り崎遺跡（46）は昭和39年に調査が行われ、円形の炉状遺構や平底製塩土器が出土した
［金沢1966］。後に坂井秀弥により再検討され、（1）製塩土器の年代は、小泊産の須恵器甕と四日町上遺
跡（9）より相対的に古いと考えられる畿内系土師器の出土から9世紀後半から10世紀前半と考えられる
こと、（2）炉状遺構は、古代の遺物包含層を切り込んでいることや珠洲焼の出土から中世の製塩炉の可
能性が高いこと、が指摘されている［坂井1990］。
3）製 鉄 遺 跡
調査が行われた安養寺（47）、鍛冶沢（48）、野坂穴釜（49）では、斜面に横穴を掘った全長約3.5m前
後、幅約1.2m前後の窖窯状遺構が検出された。報告［田中ほか1969］では精錬遺構とされているが、そ
の構造から中世の地下式木炭窯と考えられている［大沢1981・渡邊1999］。精錬炉自体は未検出だが至
近に存在する可能性が高い。金くそ遺跡（50）は精錬滓の出土から製鉄遺跡と考えられるが未調査である
［坂井1989］。
4）窯 業 遺 跡
30地点余が確認されているが、大半は小泊窯跡群（55）に分布する。二見半島窯跡群は現在4地点で
確認され、苗代の腰窯跡（51）及び石地河内窯跡（52）で底部が丸底気味の無台杯が出土することから、
8世紀前半に操業を開始したと考えられる。大木戸窯跡（5）は佐渡国分寺の南西約3kmに位置し、採集
遺物から9世紀前半の操業と考えられる。胎土や製作技法は小泊窯跡群下口沢窯跡の製品に類似し、両者
を肉眼で識別することは困難である。北松ヶ崎蟹穴窯跡（53）は両津湾北岸に位置し、採集遺物から9世
紀第4四半期の操業と考えられる［坂井ほか1991］。
小佐渡丘陵南西端に位置する小泊窯跡群（55）は9世紀前半に操業を開始し、中葉以降、越後を中心と
する日本海沿岸域へ製品を供給する1）［坂井1988］。須恵器生産を主体とするが、多くの地点で瓦が出土
するため一定量の瓦生産が行われたと推測される。このことは経ヶ峰窯跡（4）と共に第Ⅵ章で述べる。
他に薬師堂遺跡（3）や諏訪神社周辺の斜面で瓦が採集されることから、未発見の瓦窯が存在する可能性
も否定できない［本間1988］。
5）官　　　衙
倭妙類聚抄には「国府は雑太郡にあり」と記されているが、幾つかの推定地がある。国府川下流の砂丘
上にある若宮遺跡（7）は、数次に渡る調査により土塁状遺構や墨書土器、渡来銭等が出土した。これに
より方5町の国府域が想定されている［今井・田中1968・足利1971］。一方、中世城館として知られる
檀風城跡（41）は昭和40～41年に調査が行われ、掘立柱建物等と共に古代の土器、瓦が出土した［山本
1966］。また、周辺に「新川（にいこう）」と呼ばれる小字があることから、田中圭一、山本仁はこれを
「新国府」と解釈して若宮周辺から国府が移転したとし、その時期を生江臣智麻呂が佐渡国司に任ぜられ
た天平宝字3（759）年頃と推定した。このことに対しては、地名を拠り所とすることに対する批判もあ
る［足利1971・本間1988］。
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1） 越後の大半の集落遺跡、山形県鶴岡市山田遺跡、富山市任海遺跡、長野県飯山市トトの池南遺跡等で出土が確認され、青
森県弘前市境関館遺跡、石川県松任市三浦遺跡出土品も小泊産の可能性が高い。
小佐渡丘陵から国仲平野へ派生する台地先端にある下国府遺跡（21）は昭和50年に調査が行われ、館
舎跡とも考えられる2重の濠に囲まれた2棟の掘立柱建物が検出された。調査を担当した本間嘉晴は、周
辺に方6町の国府域を想定し、若宮遺跡（7）が郡衙であってこそ近くに軍団があったことが理解される
とする［本間ほか1977］1）。
また、吉岡台地上にある仲畑遺跡（15）は平成8年に調査が行われ、鍛冶炉と考えられる30基余の遺
構と共に、かえりのある杯蓋、瓦、「一館」銘のある墨書土器、陶硯、瓦等、官衙的色彩の強い遺物が出
土した。そのため吉岡台地上にも何らかの公的施設が存在した可能性も想定される［山本1995］。
6）国 分 尼 寺
薬師堂遺跡（3）は国分寺と総社の中間にあり、過去に軒瓦や須恵器が出土し、堂内に一個の礎石があ
る。そのため『国分寺の研究』［今井1938］では、尼寺跡に推定されたが、『真野町史』では礎石に問題
があるとして、諏訪神社周辺を推定している。他に「寺」の墨書土器が出土した若宮遺跡（7）や、瓦が
出土する仲畑遺跡（15）等が推定地として挙げられているが、特定するには至っていない。
7）そ　の　他
石花川河口近くの砂丘上にある馬場遺跡（54）は昭和57年に調査が行われ、可搬式竈、青銅製帯金具、
馬骨等、祭祀関連と考えられる遺物が出土した。このことから、渤海使節受け入れの施設があったと考え
られている［本間ほか1983］。
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1） 若宮遺跡に隣接する高野遺跡では、「軍」「団」と記された墨書土器が出土した。
